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研究成果の概要（和文）：　本研究では，手話の源流と考えられるホームサインの調査を行った．現在，未就学聾者の
実態調査を行っている．今日でも，離島や僻地を中心に未就学聾者が多数存在すると考えられる．しかし，高齢化した
教育を受けていない聾者は減少する一方であると同時に限界集落に居住することが多いため，情報もなく途絶された状
態にある．そのため急いで実態調査を行う必要がある．本研究成果として，1名の未就学聾者の調査と分析を行った．

研究成果の概要（英文）： We report the result of a survey for the home signs thought to be the origin of 
the present signs. We have been surveying how an uneducated deaf signs. We assume there should be many 
uneducated deaf people in an isolated island or area, though they are decreasing and they live in low 
informational environment. It is urgent matter to survey what they are and how they live.

研究分野：福祉工学
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  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本手話の成立は全日本ろうあ連盟の公
式見解では，1878 年の京都盲唖院設立だと
されている（安藤・高田 1979 他）．しかし，
これはろうあ運動としての見方であり，聾社
会が組織化していなくても聾児が生まれた
家庭で自然に手話が発生するというのが定
説であり（Frischberg,1987他），これをホー
ムサインと呼ぶ．聾学校制度が確立した後も、
経済的事情や地理的事情から聾学校に通わ
なかった聾者もいて，通称未就学聾者と呼ぶ
が，彼らはホームサインの使用者である．し
かし標準手話を学んだ手話通訳者には理解
できず，聾団体からも「手話がわからない人」
「身振り」として処理されてきた．そのため，
言語的特徴など，一切調査されていないのが
現状である． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，未就学聾者の実態を調査
し，ホームサインのアーカイブを作製するこ
とである． 
現在でも，離島や僻地を中心に未教育聾者
が多数存在すると考えられる．しかし，高齢
化した教育を受けていない聾者は減少する
一方であると同時に限界集落に居住するこ
とが多いため，情報もなく途絶された状態に
ある．そのため急いで実態調査を行う必要が
ある． 
未就学聾者はホームサインと呼ばれる家
庭内でのみ通じる手話を使用している．標準
手話を使用する通訳者も実態がわからない
ため，本人及び家族の協力を得てサインを収
録し，アーカイブを作製し，日本手話の源流
調査を含む，今後の手話研究に応用する． 

 
３．研究の方法 
未就学聾者は離島に残存していることが
言われてきたが，事前調査で新潟県佐渡地区
に数名，在住していることがわかった．そこ
で筆者らは新潟市の聾団体や佐渡市の聾団
体・通訳団体・聾家庭の協力を得て，まず実
態調査を行い，家庭訪問などを実施した． 
本研究では，新潟県佐渡市在住の 70 代の
男性Ａさんを対象に調査した． 
ここでまずＡさんについて簡単に紹介す
る．Ａさんは戦前生まれで，戦後，佐渡の普
通中学校を卒業したあと，材木屋に就職し，
40 年ほど勤めていた．健聴者との交流は家族
や近所の方とはあったが，奥さん以外の聾者
との交流はほとんど無かった．そのため，長
い間日本手話の影響を受けることなく，独自
のホームサインを使用し続けていた． 
今回の調査は，Ａさんとその奥さんのＢさ
ん，そして，Ａさんご夫婦の息子さんの奥さ
んであるＣさんにお願いした．Ｂさんは聾者
で，日常的に日本手話を使っている．Ｃさん
は，健聴者で手話を使うことができ，Ｂさん
とコミュニケーションをとることができる．

Ｂさんは，Ａさんと長年一緒に生活をしてい
るので，Ａさんとは意思疎通ができる．Ｃさ
んも同居はしているが，ＡさんとはＢさんほ
ど，意思疎通はできていないという状況であ
る． 
はじめにＡさんに調査の目的を理解して
もらうために事前にＣさんとＢさん経由で
説明をお願いして，快諾を得た． 
できるだけ自然な形でホームサインを収
録するため，Ａさんの自宅での撮影をお願い
した．平成 27 年６月に自宅に訪問して，４
台のカメラを設置し，Ａさん，Ｂさん，Ｃさ
んの三人で，世間話をしてもらった．会話の
中で，Ａさんのホームサインの意味が分から
ない言葉がいくつかあった．ＡさんとＢさん
は意志の疎通ができるため，その場合は，Ｂ
さんからその内容を聞き出し，Ｃさんに解説
してもらった．また，筆者らも会話に入り，
Ａさんの生い立ちや仕事，生活などについて
お話しいただいた． 
今回は，筆者らとの顔見せと収録作業に慣
れてもらうために，テストケースとして短め
にお願いするつもりであった．しかし，収録
が始まると，いろいろなことを話され，結局
１時間ほど収録することができた． 
また，平成 27 年８月にもう一度収録を行
った．このときは，ご家族の方に古い写真を
用意してもらい，思い出話をしてもらった． 
会話の中で，日本手話にはないいくつかの
特徴的なホームサインが出現したのでこれ
らについて分析を行う． 
 
４．研究成果 
１回目に収録したホームサインを分析し
たところいくつか特徴的なホームサインが
あった．これについて，日本手話と対比させ
ながら分析・分類する． 
(1) 身近な動作や形状からの表現 
・仕事の表現 
まず，Ａさんの話の中で，ご自身の仕事に
ついての話題が多く出た．日本手話の場合，
「仕事」は図 1に示すような二種類の表現が
主に使われる．これは，図１(a) は印刷の時
の紙を揃える作業，図１(b) は，木工作業が
由来である．これは昔の聾学校で職業訓練し
たのが印刷，木工，理容であったからである．
少数ではあるが，「床屋」で仕事とする聾者
もいる． 
しかし，Ａさんの場合，「仕事」の表現は，
図２に示すように材木屋で機械を使って木
を切る作業（工作機械に向かって材木を押し
出している様子）を用いている．これは，自
分の仕事が材木屋での製材作業であるから
だと考えられる．他人に仕事だと伝えるので
あれば，自分が行っていることを表現するの
が相手にとって一番わかりやすい．これは日
本手話の「仕事」の語源と同様であると考え
られる． 



 

 
・貝類
Ａさんはよく，家のすぐそばの海岸で魚釣
りや採貝をしていた．そのためこれらに関す
る表現，特に貝に関する表現が多かった．そ
の中で特徴的たったのが，「さざえ」である．
「さざえ」の日本手話での表現は図
が，A
日本手話では，さざえを食べるときに貝殻か
ら中身を引っ張り出すような表現であるが，
Ａさんのホームサインは左手を握ってさざ
えの形状を表している．左手親指がさざえの
蓋を意味し，それを右手で指さしすることで
表現している．

 
・大根
「大根」は，その形状で表現している．図
５に示すように日本手話でも形状で表現し
ているが，「にんじん」などと区別するため，
最初に白色を表現している．
第一に考えているため，図
形状と葉っぱのみで示していたと考えられ
る．また，日本手話と

両手の
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では，大根の向きが違っている．多くの人は
大根は八百屋などで売っている状態を見て
いるので，横向きであるが，
根が生えている様子を見ているため，縦方向
で表していると考えられる．また，今回は座
った状態での収録であったが，近所の人から
「大根足」という言葉を知り，ふくらはぎを
指さして表現することもあるようである．

 
(2) 
・役員
Ａ
についての話題が出た．このとき
「役員」の表現として，親指を立てて「男」
としたあと，「役」を表現した．図
ホームサインを示す．
これは役員が腕章を付けていたため，この
表現になったと思われる．日本手話の「役員」
も「腕章」を表す表現である．
する前からこの表現だったため，これは
んの日本手話による影響ではなく，
ホームサインであると考えられる．
「漁業協同組合」については，ホームサイ
ンでの表現はなく，組合があった場所を指し
示すことで，表現していた．この方法は今回
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の会話の中でも多く現れた．例えば「海」は
海岸の方向を，「佐渡」は真下を，本州（新
潟市）はその方向を遠く指さすような形で表
現して

 
・醤油
「醤油」の手話表現は，日本手話でも醤油
をさす動作から来ている．だた，料理に何か
をかける動作は，醤油以外にもソースなどの
調味料がある．それを区別するため図
すように「醤油」は小指を使って舌で味見を
する表現をしてから，かける動作をする．し
かし，
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を触る動作と共に，そばにある黒色のカメラ
を指さしていた．Ｃさんに聞いたところ，色
を表現するときに癖としてよく出てくる表
現であると言うことであった．つまり，日本
手話を使うＢさんが，Ａさんのホームサイン
を借用していると考えられる． 
④ 色の表現 
日本手話との大きな違いの一つとして，色
の表現が挙げられる．Ａさんは，とにかく身
近なモノを指さししている．しかし，常に表
現したい色が身近にあるわけではない．そこ
で日本手話では，必ずそこにある身体を使っ
て表現している．「黒」は髪，「赤」は唇，「白」
は歯といった表現である．しかし，これらは
自分自身では見ることができないため，Ａさ
んも色の表現としては使わなかったのでは
ないかと考えられる． 
また，この指さしによる色の表現方法は，
そのモノの属性を指示しているが，属性のう
ち色だけに限定されるのか，あるいは形状や
材質にも適用されるのかが未だ不明である． 
⑤ ホームサインの考え方 
Ａさんは，中学校まで在籍していたが，こ
れは聾学校ではなく普通の中学校であった．
また，戦後間もないときであり，聾者に対す
る支援は全くなかったようである．したがっ
て，ほとんど放任であり，Ａさん自身も，「学
校には通っていなかった」と言っている．ま
た，他の聾者との交流もほとんど無かったと
考えられる．ただ，普段の生活では，家族以
外にも近所の方々と笑顔で挨拶を交わすな
ど，広く浅い交流関係があった．したがって，
ホームサインを使う機会と言えば，健聴者で
ある家族や近所の方であり，その人たちが理
解できるホームサインである必要があった．
つまり，聾者同士のコミュニケーションでは
なく，聾者と健聴者のコミュニケーションの
手段としてホームサインが生み出されたと
考えられる． 
Ａさんのホームサインを見ても，現在の日
本手話との類似性もいくつか見られる．動作
や形状を形象としているため，類似性が多く
あるということは自明であると考えられる． 
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